
【参考1】今夏の需給について資料1 2025年6月20日
電気事業連合会

2025年5月23日 第1回 次世代電力・ガス事業基盤構築小委員会 資料９より

○ 2025年度夏季の電力需給は、5月に電力広域的運営推進機関による検証が行われ、10年

に1度の猛暑（厳気象H1想定）となるリスクを織り込んだ上での最小予備率は、全エリアで

電力の安定供給に最低限必要な広域予備率3%以上を確保できる見通し

○ 期間を通じて各エリアで3%以上の広域予備率を確保できる見通しのため、今夏も事前の節

電要請は未実施。大規模電源のトラブル停止等による供給力の低下や厳気象による需要

の上振れが生じた場合は、需給がひっ迫する可能性

1



【参考2】供給信頼度基準（年間EUE）について

○ 2025年度供給計画のとりまとめにおける供給信頼度評価（EUE評価）では、電源の休廃

止や補修停止等により、2025年度の東京エリア・九州エリア、2026年度の東京エリアにおい

て、目標停電量を超過する結果

2025年3月19日 第107回 調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料1より

※EUEとは：Expected Unserved Energyの略で、各エリア供給力、他のエリアからの連系線効果も考慮の上で、需要変動や計画外
停止が発生した際の停電期待量
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【参考３】電力需給シナリオ概算バランス

2025年5月21日 第9回将来の電力需給シナリオに関する検討会 資料3より

○ 火力発電所のリプレースが進まない場合、供給力が不足。火力のリプレースが進んだとしても、

2050年の需要増シナリオでは供給力が不足する恐れ
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【参考4】容量市場における課題と必要な対応

⃝ 需要が増加することが想定されるなか、また、脱炭素に向けたトランジションが求められるなかで、

再エネ電源の拡大により、既設電源の稼働率が低下していくなかでも、容量市場を通じて、適

切な水準の供給力を確保していくことが必要

⃝ そのためには、容量市場を通じた供給力の確実な確保に加えて、既設電源（特に火力※）を

維持できる価格水準を追求し、投資予見性を確保していくことが必要
※ 今後も活用を見込む高効率石炭火力等

一定の投資回収の
予見性を確保し、電
源の新陳代謝が適
切に行われることを
通じ、将来の一定
期間（単年度）に
おける需要に対して
必要な供給力を調
達する

容量市場の目的 情勢変化

①DXやGXの進展
による需要の増加

②脱炭素に向けたト
ランジションの要請

③再エネ導入拡大
に伴う、既設火力
の稼働率低下

×

課 題 必要な対応

○ 供給力（目標
調達量）の適
切な設定と確
実な確保

・ 需要想定の精度
向上

・ 調整力の確実な
確保 等

○ 既設電源（特
に火力）を維
持できる価格
水準による投
資予見性の確
保

・ 指標価格
（NetCONE）の
最新化

・ 応札価格の設定
方法見直し 等
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